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い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
勤
勉
手
当
）

第
20
条
　
勤
勉
手
当
は
、
６
月
１
日
及
び
12
月
１
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し

て
、
基
準
日
以
前
６
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て

支
給
す
る
。
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
企
業
管

理
規
程
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
（
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る

職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
勤
勉
手
当
）

第
20
条
　
勤
勉
手
当
は
、
６
月
１
日
及
び
12
月
１
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
日
を
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
在
職
す
る
職
員
に
対
し

て
、
基
準
日
以
前
６
月
以
内
の
期
間
に
お
け
る
そ
の
者
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て

支
給
す
る
。
基
準
日
前
１
月
以
内
に
退
職
し
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
16

条
第
１
号
に
該
当
し
て
同
法
第
28
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
職
員
（
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
も
、
同

様
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
12
月
14
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

  （
１
）　
第
３
条
の
規
定
　
公
布
の
日

  （
２
）　
第
４
条
（
同
条
中
附
則
第
35
項
を
改
正
す
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
　
令
和
２
年
４
月
１
日

　　（６）　専　決　処　分　書

　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、法律上県の義務

に属する県有施設の管理の瑕疵による損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定につい

て、次のとおり専決処分をする。

　　令和元年８月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県知事　　平　　井　　伸　　治　　

　　　損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について

　法律上県の義務に属する道路の管理の瑕疵による損害賠償について、次のとおり和解し、

及び損害賠償の額を定める。

１　和解の相手方

　　鳥取市　個人

２　和解の要旨

　　県側の過失割合を７割とし、県は、損害賠償金２７，３５１円を支払うものとすること。

３　事故の概要

　⑴　事故発生年月日

　　　平成３１年３月１０日

　⑵　事故発生場所

　　　鳥取市湖山町北三丁目地内

　⑶　事故の状況

和解の相手方が、一般県道鳥取空港布勢線を普通乗用自動車で走行中、沿道の店舗の
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駐車場に進入しようとした際、歩道から浮き上がっていた舗装用ブロックに接触し、同

車両が破損したものである。


